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国際投資の法的保護

ブラジルの場合

桜井稚夫

タト風民１１１１投両の法的保繊として１ｔ，資本輪ｌ１Ｉ１ｍ堂たは涜本輸入側のそれぞれが，ljil内法にお

いて識ずる一方的な捲股，さらに２１ＪiⅡ111の条約一友好汕商航海条約および役蹴除iiEii健一

がある。資本輪ｌｌｌＩＪ１として,とくに脚発途上１Mに対しこの役YWi征針imjを具体的に爽践してい

ったのは，アメリカ，西ドイツ，日本産とである。このヨカuiIのうちで，アメリカのあけた成

果1ｺ［きわめて顕著である。

このアメリカの投資保証ihilliのうちでﾊｵ辺１，つと《》注目すべきリI例はおそらくブラジルのそ

れであろう。ブラジルにおし､ては，反米のMIiilがとくに独力･ったソ周アン・グラール政惟下に

おいて，継済法の分野で＃わめてJirｿ唾.立法を.Ｗｔ・ひとつは「対外利潤込金法」でjbb，他

は「羅疲刀濫Ｈ１収i;i注」であった。さらに，lL1際緑､f法の分りfでは，アメリカとの「投笂保証

鋤と」のiIKMIiかifilのｸﾄで行なわれていた。「対ﾀMUllfl送金法」およひ「縦潴刀lBEⅡ１取締法」ｉｔ

と‘にブラジルにおIするﾀﾄl』Ｉ民IIil資本，とくに.）・ノリカ系徴木による独占Il611iIlをllul上し正うと

するものであった。したかって，アメリカ系武木、およびアメリカ災1111涜本にエって支えられ

ろ脚隙地域経済怯椛としての「迎歩のためのIql皿」にとって，これらの幽法は大きな衝撃であ

った｡アメリカは,ブラジルにjtLて両法の止法迦穐に、i((接にあるいは「進歩のためのIfil盟」

を池してざ設さ戎の圧力をかけた。

アメリカは，ブラジルにおける蚊多くのアメリカ系企莱の収Njを臓会に，１９６２年対ﾀﾄ援

助法，ヒックンルーパー艦正汁６２０条(Ｃｌにおいて，アメリカ企業を補償なしに接収した外国

銅付に対して対外援助法における特忠を禁止した。これは、いわゆるカルポ原11Ｉに対するアメ

リカの異議で《,あった。

かくて，アメリカはヒプクンルーパー修正に.[ってRu1I民による企業の絶対的保投を主鵬し

さらに「対ｸlJFI網送金法」が施行されれば「進歩のための同盟」化t全而的に廃止し，計画を画
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らに中断すると嘗告し，I次いで「対外利潤送金法」の議会iul週か避け雛いとの結諭を得るや，

その致i[と２１JMIlI役ifi保証協定の緬総を強喪する。１９６４年，グラール政権に代わってアメ

リカ迫IMIの11〔9｢故柿が成1ルたのを榊会にIiIijli1化tこの協定を成立させた｡綴滅的強者としての

アメリカにとって，弱満としてのブラジルの欧１１１，識会を抑えることIt容易でおｂ，ここにお

いて｢1J民の法池識は充全に拾鞭された。

アメリカがかってラテン・アメリカにおいて試みた多数ljjiIlIⅡ投磁保証条約の締結への努力は

ﾌﾟｰ､§て失Ⅱkしてきた。Ｍ１定の意図がつまるところブメリカがEI己の「住l民経済」の再形式の過

程にラテン・アメリカを一括して巻き込み，投衝紛争をアメリカの外交干渉で解決しこうとす

るところにあったことがlMjIinとされる。

［卜1迦賛易1ill尤会iilIRの効告に』Ｌいて|吐釧が作成した「投撹紛争解決条約」，さらに経済協力開

発磯IIiiの「'０１際投資保証公社」;没立ＩＭＩ・uiの２つの多数lrlllll柵Ii度に対し、ラテン・アメリカ緒nil

Irt反対の蝋肱をとっている。多紋nillII1雅約の志向は，先進Inilのナシ画ナリズムの顕現その1》の

であ!)，鐸klIllIⅡ余＃1ルヒ，経ij3i的j『鋤ｉｆ片を]jHj点に下馴みのUIl先途上liilを底辺とするイン:Ｉｌ－ナ

ンコナルな「二IltHUijjli的」絲溢(MIjI1を，インターナショナル・口一という法形式によってうら

打らするにすき・ないので(ｔないか。アノリカが多数'１１１１１１|立法に参iiIiiする一方，なお個別の２１fl

liⅡ条約を締結し０【1i邸のlｌ１尺経済に''１ｲ'１の統統を巻き込んでいるPlI:』ﾐを11逃がすことはできた

い。

こうした状況において，－体将来のIlil際経済の法秩序にい力．なる塑容が↓ﾘj時されるのか。わ

れわれは，ここでもう－匹現在に至るI〕↓1円渋お上び２１jjIlBI協定の１１]｢検討を行なわなければなら

ない。
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